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氏は、大正７（1918）年に目黒区に生ま
れ、戦前戦後を通じ、映画や、報道写真、記録写真の
分野で活躍されました。記録性に重きを置き、必要な
情報を１枚の写真に収めつつ、人物のいる風景を芸術
的に一瞬で切り取る感性は、映画と報道写真双方に関
わった佐伯啓三郎氏ならでは。
　めぐろ歴史資料館の前身である守屋教育会館郷土資
料室に佐伯啓三郎氏から生前に寄贈していただいたパ
ネル写真は100点を超えますが、そのうち１点をご紹
介いたします。昭和という時代の寺社の行事が、人物
とともに生き生きと記録されています。

所蔵資料から　〜佐伯啓三郎コレクション〜
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　お会式　昭和56（1981）年

団体見学は、事前にお申し込みいただければ学芸員等が解説いた

します。（古民家は、原則、管理者が対応。）駐車場がありませんの

で、公共の交通機関をご利用いただくか、お近くの有料駐車場をご利用ください。

（※めぐろ歴史資料館には障害者用の駐車場がありますが、駐車台数に限りがあります。

ご来館の際は事前にご確認ください。）　

開館時間　9：30〜17：00　　　　

休館日　　月曜日（ただし、月曜日が祝日

　　　　　の場合は火曜日）、12/29〜1/3

所在地　　目黒区中目黒3−6−10（地図左）

電話　　　03−3715−3571

開館時間　9：30〜15：30　　　　

休館日　　月・火曜日（ただし、祝日は公開。両日とも祝日の場合は翌平日）、12/28〜1/4

所在地　　目黒区碑文谷3−11−22（すずめのお宿緑地公園内）（地図上）

電話　　　03−3714−8882

見学のご案内

めぐろ歴史資料館

古民家

東急バス
・黒01系統
　碑文谷三丁目：徒歩約１分
・森91系統
　平町：徒歩約３分

東急東横線
・都立大学駅：徒歩約10分

卍

碑文谷　
五丁目交番

碑文谷八幡宮

大岡山
東住区センター

至渋谷

至横浜

目黒
通り
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線

古民家

東急バス
・渋71・恵32系統（駒沢通り）
　正覚寺前：徒歩約10分
・渋41・黒09系統（山手通り）
　目黒警察署前：徒歩約５分

東急東横線
東京メトロ日比谷線
・中目黒駅：徒歩約12分

卍正覚寺

至大橋（246 号線）

東急東横線
至横浜

東急東横線

東京メトロ日比谷線

至渋谷
至恵比寿

目黒区総合庁舎
駒沢
通り

正覚寺前

り
通
手
山

目黒警察署前

目黒警察署

目黒区清掃事業所

中目黒駅

中目黒GT

至五反田

東京共済病院
歩道橋

中目黒スクエア

黄色の案内看板
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文化財係（目黒区教育委員会事務局生涯学習課）
文化財の保護・保存･活用･普及、埋蔵文化財に関する業務を担当

電話　03−5722−9320（月〜金曜日　午前８時30分〜午後５時。ただし、祝

日及び12月29日〜１月３日を除く。）

※めぐろ歴史資料館、古民家とも、2019年４月27日〜５月６日は毎日開館し

ます。また、臨時休館については、めぐろ区報、区ホームページでお知らせ

します。
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第 14 号

　選定保存技術
「刀

とう

装
そう

（鞘
さや

）製作修理」保持者に
目黒区在住の髙

たか

山
やま

一
かず

之
ゆき

氏が
　　　　認定されました！
　　　　　　　　　　　　　　⇒２・３ページ

平成30年９月25日、文化財保護法に基づき、
「刀装（鞘）製作修理」が国の選定保存技術に
選定され、その技術の保持者に、目黒区在住の
髙山一之氏が認定されました。目黒区民の方が
技術保持者として認定されるのは初めてです。

自宅仕事場で、かんなで鞘を削る髙山一之氏



　　自分で考える力
鞘師のお父様には、「見て覚えなさい」と言われたそうですね。

　「教えてくれればもっと早く覚えたのにと。でも、そのお陰で自
分で考える力がついた。」「（黒に近い深緑色の柄

つか

を指して）例えば、
これって藍なの。全然藍色じゃないでしょ。皮を藍で染めて古くな
るとこういう色になるんだろうと思ってやったら、10年経ったら退
色して空色になっちゃう。昔の（刀装の）においをかぐと燻

くす

べたに
おいがする。虫がつかないようにしたんだろうと。で、そこから考
えて、燻べてから染めたら緑色になった。燻べると、元の色の違い
によって、そこに藍をかけるといろいろな色になると分かって。」
　

　　鞘師はコーディネーター
「刀装は時代によって特徴があり、それぞれの職人の持ち味を活かしてこの時代のはこの人にやってもら
おうとか、誰を使うかを考えるのがコーディネート」とおっしゃっていましたが。

　「（刀の）研ぎや柄
つか

巻
まき

などをやって一通り分かっている。そ
れと自分より上手い人は絶対に使うということね。その方がい
い物ができる。上手い人にお願いして助けてもらうというつも
りでやっている。今付き合っている職人は、こっちがこう言え
ばこういうふうに上がってくるというのは分かるけど、そうな
るまで大変。５〜６回一緒にやるといわゆるツーカーな感じに
なる。」

古いところでは、奈良県の藤ノ木古墳（６世紀）から出土した
刀剣の復元も携ってらっしゃいますが、文献のないところから
どのように復元するのですか。

　「現地に行って、（出土したままの原型が分からない状態の）

選定保存技術「刀装（鞘）製作修理」保持者
　　　　髙山一之氏にお話を伺いました。

髙山　一之（たかやま　かずゆき）

仕事場に並ぶ、突きのみ、小刀、かんななど
の道具。（写真上）固定観念にとらわれず、新
しい道具を探し出したり、自分に合わせて以
前から使っているものを改良する。

　選定保存技術　文化庁では、「文化財の保存技術」の保護を目的として、重要な伝統的保存技術・技能の
うち、保存の措置を講ずる必要があるものについて「選定保存技術」として選定し、その保持者や団体を認定す

る制度を設けています。この制度は、昭和50（1975）年に創設され、平成30年１月現在、選定保存技術は71件、保

持者数56人、保存団体数35となっています。（保持者と保存団体の重複認定あり）

　刀装（鞘）製作修理　刀装とは日本刀などの刀剣類の外装を指し、拵
こしらえ

とも言います。刀装（拵）の品質・形
状は、各時代の好みや社会性を反映して変遷し、江戸時代以降は刀剣の保存用としても白

しら

鞘
さや

も製作されるように

なりました。刀装（拵）は、鞘
さや

師
し

、白
しろ

銀
がね

師
し

、彫金師、塗
ぬ

師
し

、柄
つか

巻
まき

師
し

などの職人が作る多様な部品により構成されま

す。鞘師は刀剣類の形状に合わせて木の内部を掻き入れ、外形を整え、着部の加工を行い、製作・修理を総括す

開館10周年特別展「目黒の産業ことはじめ」
平成30年９月29日〜12月９日

　江戸時代にはタケノコで有名だった目黒が、幕末から明治時代に
かけて徐々に都市化し、大正12（1923）年の関東大震災の後に、被
害の少なかった目黒地域に被災者が移住します。その結果、人口の
増加及び宅地化が進み、耕地整理が活発に行われるようになり、現
在の目黒区の区画整理へとつながっていきます。
　開館10周年特別展の第２弾として、「タケノコ」のその後を、①
「目黒火薬製造所」、②「水車」、③「大日本麦

ビ ー ル

酒株式会社」、④
「耕地整理」の４つのコーナーに分け、古文書、写真、地図、絵画
などを用いて紹介しました。資料を豊富に用いた丁寧な展示には、
歴史ファンをうならせる説得力があり、また、地域に根ざした内容
であったため、学芸職員による展示解説には、歴史好きな区民の方
が多く参加され、熱心に聞き入っていました。

　七夕、お月見とも、「すばなしの会」、「八雲本読みグルー
プ」の皆さんが、絵本読み聞かせ、紙芝居、人形劇などで行事を
盛り上げてくださいました。昼に行われる「月見のお話会」の後、
年に一度だけ日没後に古民家を開館して行う「お月見と民話の夕
べ」。皆さん、夜の古民家を堪能しました。

七夕行事　　平成30年７月１日〜７日
お月見行事　平成30年９月22日★古民家年中行事★

「目黒火薬庫」（右チラシ内スケッチ左）
　江戸幕府は、中目黒村に砲薬調合のための水車を建造しました。その理由と
して、三田用水の水量が豊富で、土地の高低差が大きいという地形的特徴が考
えられます。そして、明治時代にはその場所に目黒火薬製造所が造られました。
今回、目黒全体の水車数を再検討するとともに、地主層の水車営業に関わる古文書や、緑が丘駅付近に設置されていたと伝わ
る栗山家水車の動力部分の資料を展示し、「目黒の水車」に関する最新の情報を紹介しました。

「エビスビール工場」（右チラシ内スケッチ右）
　省線山手線の運輸力を利用できる利便性とともに、三田用水を工業用水として利用できたため、大日本麦酒株式会社 ( エビ
スビール工場 ) が現在の目黒区三田に建設されました。
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端午の節句飾り　
4/11（木）〜5/6（祝）

七夕飾り・行事
7/6（土）

お月見行事
9/14（土）

すす払い
12/13（金）

雛人形飾り
2/6（木）〜3/1（日）

平成31年度古民家行事（予定）

※開館時間、交通案内などは 8
ページをご覧ください
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『ミイラ』みたいな刀剣を見せてもらって。考古学者とタイアッ
プしないと、何が何だかさっぱり分からない。色は見えるんです
よ。金とか銀とか。（考古学者の指示で復元するので）自由には
創ってない。」

　　道具は伝統にとらわれず

道具がたくさんありますね。

　「この刃が２枚のかんなは重いから今は使わない。短い方が楽
だからって、刃をグラインダーで削ったこともある。この鞘は厚
いところで１ｍｍくらい。（薄いから）かんなで削れないのでや
すりも使う。これ、アメリカで買ったの。向こうの人はかんなを
使わないから、日本のより粉が落ちないようにできている。内緒
で使うのがこののこぎり。おもちゃ的じゃない？　薄くて細かい
のをやるときに使う。どこのメーカーか知らないけど、ホームセ
ンターで買った。これいいなあと思って。」
　

　　「人がやったことがないようなのを　
　　やってみようと」

　インタビューの最後に、新たなパートナーを求め、近々石川県
に漆の職人に会いに行くと髙山一之氏は教えてくれました。「新
しい世界を模索されているのですね」との問いに、「でもできる
かどうか。それまでに寿命がきちゃうかもしれない。」と笑いな
がらおっしゃいました。
　製作修理の依頼主、刀装に関わる職人や弟子、専門家、多種多
様な素材や道具・・・。その中心にいて、絶妙なバランス感覚と
対話力で、調整（コーディネート）し、最上・最良の結果を残し
ていく。今後の抱負として、「人がやってないことをやってみよ
うかと」という髙山一之氏の言葉と、時代の流れに柔軟に対応し
ながら高みを目指して進み続けるその姿に、技術や知識、人や文
化に対する愛はもちろん、文化財保護に必要なのは、挑戦し続け
ることなのではないかと感じました。

る役割を担います。それぞれの職人の技の結集である刀装をコーディネートする鞘師には、高度な技術や経験は

もちろん、職人の特長・材料を見極める目、各時代における材料・工法などの知識などが求められます。

　髙山一之氏プロフィール　昭和15（1940）年に鞘師の家に生まれ、5歳のときに目黒区に転居。大学卒業
後、鞘師の父に師事。これまで、正倉院、大英博物館、メトロポリタン美術館など著名な博物館や、春日大社な

ど全国各地の神社仏閣の依頼により、国宝・重要文化財など歴史的に重要な刀剣の刀装の修理・復元、白鞘の製

作に携わってきました。また、創作も行い、各地で個展も開催しています。あらゆる時代の刀装の知識に精通し、

この分野の第一人者として高い評価を得ており、刀装製作に関する講師、技術発表会等の審査員も務め、刀装の

技術の普及・発展、後継者育成など文化財保護に多大な貢献をされています。
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開館10周年特別展「目黒のタケノコ〜竹がもたらすもの」
平成30年４月24日〜８月26日

　今では住宅地のイメージがある目黒区ですが、江戸時代には「目黒と言えばタケノコ」「タケノコと言
えば目黒」と言われるほど、タケノコの産地として有名でした。
　本展では、竹の習性、目黒式タケノコ栽培法の特徴や他のタケノコ栽培法との比較、目黒をタケノコで
有名にした山

やま

路
じ

勝
かつ

孝
たか

の販売戦略（目黒不動尊門前の筍
たけのこ

飯販売）などを紹介するとともに、竹を素材とする
様々な生活道具を展示し、現在の生活にも至るところに竹が使われていることを紹介しました。
　展示解説には小学生も参加し、人が乗る駕

か

篭
ご

に竹が使われていること、その駕籠が旧栗山家長屋門に吊
るされて保存されていたこと（写真下）に驚いていました。また、薄く削って炭化した竹がフィラメント
に使われている「エジソン電球」が点灯する映像にも、「明るいね」と驚いていました。
　本展は、日本雅楽協会の協力により正倉院復元楽器を特別公開したほか、中目黒小学校のタケノコの校
章やタケノコゆかりの菓子、今も続いている筍
講、農家や大岡山小学校で行われている「タケ
ノコ復活プロジェクト」の取り組みなどを紹介
しました。また、講演会「江戸東京野菜〜目黒
のタケノコ物語〜」（講師＝江戸東京・伝統野
菜研究会　大竹道茂氏）では、江戸近郊の伝統
野菜としての「タケノコ」について理解が深ま
り、竹林が美しいすずめのお宿緑地公園内の古
民家で開催した体験学習会「竹のおもちゃで遊
ぼう」では、老若男女が童心に返り、竹に親し
む機会となりました。

　毎年大人気の夏休みワークショップ。平成30年度は、全10回定員240人のところに900人近くの応募があ
りました。小中学生が対象で、小学校１〜３年生は保護者同伴です。学芸スタッフから、埴輪、勾玉の説
明、作り方の説明を受けた後、一人ひとりが自分でデザインして作品を作り上げていきます。お子さん以
上に熱中してしまう保護者の方も。個性あふれる埴輪、勾玉が出来上がり、「たのしかったです」「また
つくりたい」という声をたくさんいただきました。埴輪は粘土が乾くまで、めぐろ歴史資料館閲覧室で展
示しました。（写真下中央）

埴輪作り　平成30年７月25日〜28日
勾玉作り　平成30年８月15日〜18日

昨年度は土器、今回は埴輪を作りました。（写真左）
親子で協力して、勾玉に穴を開けています。（写真右）

★夏休みワークショップ★

解体前の旧栗山家長屋門
（写真上）に吊るされて
いた駕籠（写真左）
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ってどんなところですか？

平成20（2008）年９月21日、学校統合により廃
校になった区立第二中学校跡地で産声を上げま
した。今全国で注目されている廃校を有効活用
した施設です。前身は守屋教育会館郷土資料室。
旧石器時代から昭和時
代の目黒区の資料を展
示して、皆さんをお待
ちしています。

学校？

碑文谷にある「すずめのお宿緑地公園」内に、
当館が管理する江戸時代の旧栗山家主屋があり
ます。昭和54（1979）年に区指定有形文化財に
指定され、現在の場所に移築し「目黒区古民家」

として、昭和59（1984）年から一般に公開しています。節句、
七夕、お月見などの年中行事も行っています。（７、８ページ
の記事もご覧ください。）

分館？

めぐろ歴史資料館はめぐろ学
校サポートセンター（写真右）
１階です。

めぐろ歴史資料館の入口を入って中に進んでいくと何やら
洞窟が…。平成３（1991）年、目黒新富士の隣接地で「胎
内洞穴」が見つかり、さらにその床面から大日如来像が発
見されました。この洞窟は、その胎
内洞穴を型取り保存し、館内に展示
したものです。当館の一押しの「胎
内洞穴」。ぜひ体験してみてください。

洞窟？

大日如来像（写真上）

胎内洞穴（写真左）

古民家から、すずめのお宿緑地公園の
竹林が見えます。（写真左）

目黒新富士築造200年記念「目黒の富士山信仰」企画展　目黒の富士塚・富士講資料展
会期：2019年６月１日（土）～９月１日（日）　入館料無料

　企画展では目黒の富士塚及び富士講
に関する資料を紹介します。また目黒
新富士をめぐる近年の調査・研究成果
を紹介する講演会「目黒新富士をめぐ
る新研究」を開催します。
※上記のほか、昔の道具に関する企画
展を予定しています。日程などは、め
ぐろ区報及び区ホームページなどでご
案内します。

４、５ページの枠は開館から平成30年度上半期までに開催した企画展のチラシ・ポスターでできています。（４ページ左上から時計回りに開催順）

御三幅（写真左）
富士講の法会で本尊にする３本の掛け軸

ご さん ぷく

〜開館１０周年を記念して、改めてめぐろ歴史資料館をご紹介します〜

めぐろ歴史資料館は、山手通りから入ってすぐのところにあります。また、
近くには桜の名所として有名な目黒川があり、桜の時期には花見客でにぎ
わいます。めぐろ歴史資料館のロゴは、目黒川の桜にちなみ桜色、「ぐ」
の濁点は桜の花びらの形になっています。また、「人・モノ・情報」が集
う場でありたいという願いを込め、ハートの形にもなっています。

白装束にわらじ、手に鈴を

持ち、金剛杖をつき、「六

根清浄」を唱えながら富士

山に登るのにゃ〜

こん ごう つえ ろっ

こん しょうじょう

マネキ（写真右）
富士講中であることの目印となる旗

平成31年度企画展のご案内私、大日如来像がど

のような状態で発見

されたか、ぜひ見に

来てください。
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散

ち
ら
し
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や
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い

口く
ち

短た
ん

刀と
う

拵
こ
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ら
え

柄
と
鞘
に
鮫
皮
を
使
っ
た
作
品
（
写
真
右
）

鮫
皮
を
紅
葉
の
形
に
切
り
取
り
、
鞘
に
貼
る
。
朱
漆
で
塗
っ
た
あ
と
、
と
が
っ
た
粒
を
や
す
り
で
落
と

し
、
粒
と
粒
の
谷
間
に
漆
を
塗
り
こ
め
る
。
刀
装
に
使
う
素
材
や
技
法
は
多
岐
に
わ
た
り
、
素
材
の
性

質
と
そ
れ
に
見
合
う
技
法
、
ど
ち
ら
も
熟
知
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『ミイラ』みたいな刀剣を見せてもらって。考古学者とタイアッ
プしないと、何が何だかさっぱり分からない。色は見えるんです
よ。金とか銀とか。（考古学者の指示で復元するので）自由には
創ってない。」

　　道具は伝統にとらわれず

道具がたくさんありますね。

　「この刃が２枚のかんなは重いから今は使わない。短い方が楽
だからって、刃をグラインダーで削ったこともある。この鞘は厚
いところで１ｍｍくらい。（薄いから）かんなで削れないのでや
すりも使う。これ、アメリカで買ったの。向こうの人はかんなを
使わないから、日本のより粉が落ちないようにできている。内緒
で使うのがこののこぎり。おもちゃ的じゃない？　薄くて細かい
のをやるときに使う。どこのメーカーか知らないけど、ホームセ
ンターで買った。これいいなあと思って。」
　

　　「人がやったことがないようなのを　
　　やってみようと」

　インタビューの最後に、新たなパートナーを求め、近々石川県
に漆の職人に会いに行くと髙山一之氏は教えてくれました。「新
しい世界を模索されているのですね」との問いに、「でもできる
かどうか。それまでに寿命がきちゃうかもしれない。」と笑いな
がらおっしゃいました。
　製作修理の依頼主、刀装に関わる職人や弟子、専門家、多種多
様な素材や道具・・・。その中心にいて、絶妙なバランス感覚と
対話力で、調整（コーディネート）し、最上・最良の結果を残し
ていく。今後の抱負として、「人がやってないことをやってみよ
うかと」という髙山一之氏の言葉と、時代の流れに柔軟に対応し
ながら高みを目指して進み続けるその姿に、技術や知識、人や文
化に対する愛はもちろん、文化財保護に必要なのは、挑戦し続け
ることなのではないかと感じました。

る役割を担います。それぞれの職人の技の結集である刀装をコーディネートする鞘師には、高度な技術や経験は

もちろん、職人の特長・材料を見極める目、各時代における材料・工法などの知識などが求められます。

　髙山一之氏プロフィール　昭和15（1940）年に鞘師の家に生まれ、5歳のときに目黒区に転居。大学卒業
後、鞘師の父に師事。これまで、正倉院、大英博物館、メトロポリタン美術館など著名な博物館や、春日大社な

ど全国各地の神社仏閣の依頼により、国宝・重要文化財など歴史的に重要な刀剣の刀装の修理・復元、白鞘の製

作に携わってきました。また、創作も行い、各地で個展も開催しています。あらゆる時代の刀装の知識に精通し、

この分野の第一人者として高い評価を得ており、刀装製作に関する講師、技術発表会等の審査員も務め、刀装の

技術の普及・発展、後継者育成など文化財保護に多大な貢献をされています。

鮫
皮
（
写
真
左
）

髙
山
一
之
氏
が
好
き
な
素
材
の

一
つ
。
柄
や
鞘
に
使
わ
れ
る
。

開館10周年特別展「目黒のタケノコ〜竹がもたらすもの」
平成30年４月24日〜８月26日

　今では住宅地のイメージがある目黒区ですが、江戸時代には「目黒と言えばタケノコ」「タケノコと言
えば目黒」と言われるほど、タケノコの産地として有名でした。
　本展では、竹の習性、目黒式タケノコ栽培法の特徴や他のタケノコ栽培法との比較、目黒をタケノコで
有名にした山

やま

路
じ

勝
かつ

孝
たか

の販売戦略（目黒不動尊門前の筍
たけのこ

飯販売）などを紹介するとともに、竹を素材とする
様々な生活道具を展示し、現在の生活にも至るところに竹が使われていることを紹介しました。
　展示解説には小学生も参加し、人が乗る駕

か

篭
ご

に竹が使われていること、その駕籠が旧栗山家長屋門に吊
るされて保存されていたこと（写真下）に驚いていました。また、薄く削って炭化した竹がフィラメント
に使われている「エジソン電球」が点灯する映像にも、「明るいね」と驚いていました。
　本展は、日本雅楽協会の協力により正倉院復元楽器を特別公開したほか、中目黒小学校のタケノコの校
章やタケノコゆかりの菓子、今も続いている筍
講、農家や大岡山小学校で行われている「タケ
ノコ復活プロジェクト」の取り組みなどを紹介
しました。また、講演会「江戸東京野菜〜目黒
のタケノコ物語〜」（講師＝江戸東京・伝統野
菜研究会　大竹道茂氏）では、江戸近郊の伝統
野菜としての「タケノコ」について理解が深ま
り、竹林が美しいすずめのお宿緑地公園内の古
民家で開催した体験学習会「竹のおもちゃで遊
ぼう」では、老若男女が童心に返り、竹に親し
む機会となりました。

　毎年大人気の夏休みワークショップ。平成30年度は、全10回定員240人のところに900人近くの応募があ
りました。小中学生が対象で、小学校１〜３年生は保護者同伴です。学芸スタッフから、埴輪、勾玉の説
明、作り方の説明を受けた後、一人ひとりが自分でデザインして作品を作り上げていきます。お子さん以
上に熱中してしまう保護者の方も。個性あふれる埴輪、勾玉が出来上がり、「たのしかったです」「また
つくりたい」という声をたくさんいただきました。埴輪は粘土が乾くまで、めぐろ歴史資料館閲覧室で展
示しました。（写真下中央）

埴輪作り　平成30年７月25日〜28日
勾玉作り　平成30年８月15日〜18日

昨年度は土器、今回は埴輪を作りました。（写真左）
親子で協力して、勾玉に穴を開けています。（写真右）

★夏休みワークショップ★

解体前の旧栗山家長屋門
（写真上）に吊るされて
いた駕籠（写真左）

6　つどい　No.14 つどい　No.14　3

ここが竹でできています

　　自分で考える力
鞘師のお父様には、「見て覚えなさい」と言われたそうですね。

　「教えてくれればもっと早く覚えたのにと。でも、そのお陰で自
分で考える力がついた。」「（黒に近い深緑色の柄

つか

を指して）例えば、
これって藍なの。全然藍色じゃないでしょ。皮を藍で染めて古くな
るとこういう色になるんだろうと思ってやったら、10年経ったら退
色して空色になっちゃう。昔の（刀装の）においをかぐと燻

くす

べたに
おいがする。虫がつかないようにしたんだろうと。で、そこから考
えて、燻べてから染めたら緑色になった。燻べると、元の色の違い
によって、そこに藍をかけるといろいろな色になると分かって。」
　

　　鞘師はコーディネーター
「刀装は時代によって特徴があり、それぞれの職人の持ち味を活かしてこの時代のはこの人にやってもら
おうとか、誰を使うかを考えるのがコーディネート」とおっしゃっていましたが。

　「（刀の）研ぎや柄
つか

巻
まき

などをやって一通り分かっている。そ
れと自分より上手い人は絶対に使うということね。その方がい
い物ができる。上手い人にお願いして助けてもらうというつも
りでやっている。今付き合っている職人は、こっちがこう言え
ばこういうふうに上がってくるというのは分かるけど、そうな
るまで大変。５〜６回一緒にやるといわゆるツーカーな感じに
なる。」

古いところでは、奈良県の藤ノ木古墳（６世紀）から出土した
刀剣の復元も携ってらっしゃいますが、文献のないところから
どのように復元するのですか。

　「現地に行って、（出土したままの原型が分からない状態の）

選定保存技術「刀装（鞘）製作修理」保持者
　　　　髙山一之氏にお話を伺いました。

髙山　一之（たかやま　かずゆき）

仕事場に並ぶ、突きのみ、小刀、かんななど
の道具。（写真上）固定観念にとらわれず、新
しい道具を探し出したり、自分に合わせて以
前から使っているものを改良する。

　選定保存技術　文化庁では、「文化財の保存技術」の保護を目的として、重要な伝統的保存技術・技能の
うち、保存の措置を講ずる必要があるものについて「選定保存技術」として選定し、その保持者や団体を認定す

る制度を設けています。この制度は、昭和50（1975）年に創設され、平成30年１月現在、選定保存技術は71件、保

持者数56人、保存団体数35となっています。（保持者と保存団体の重複認定あり）

　刀装（鞘）製作修理　刀装とは日本刀などの刀剣類の外装を指し、拵
こしらえ

とも言います。刀装（拵）の品質・形
状は、各時代の好みや社会性を反映して変遷し、江戸時代以降は刀剣の保存用としても白

しら

鞘
さや

も製作されるように

なりました。刀装（拵）は、鞘
さや

師
し

、白
しろ

銀
がね

師
し

、彫金師、塗
ぬ

師
し

、柄
つか

巻
まき

師
し

などの職人が作る多様な部品により構成されま

す。鞘師は刀剣類の形状に合わせて木の内部を掻き入れ、外形を整え、着部の加工を行い、製作・修理を総括す

開館10周年特別展「目黒の産業ことはじめ」
平成30年９月29日〜12月９日

　江戸時代にはタケノコで有名だった目黒が、幕末から明治時代に
かけて徐々に都市化し、大正12（1923）年の関東大震災の後に、被
害の少なかった目黒地域に被災者が移住します。その結果、人口の
増加及び宅地化が進み、耕地整理が活発に行われるようになり、現
在の目黒区の区画整理へとつながっていきます。
　開館10周年特別展の第２弾として、「タケノコ」のその後を、①
「目黒火薬製造所」、②「水車」、③「大日本麦

ビ ー ル

酒株式会社」、④
「耕地整理」の４つのコーナーに分け、古文書、写真、地図、絵画
などを用いて紹介しました。資料を豊富に用いた丁寧な展示には、
歴史ファンをうならせる説得力があり、また、地域に根ざした内容
であったため、学芸職員による展示解説には、歴史好きな区民の方
が多く参加され、熱心に聞き入っていました。

　七夕、お月見とも、「すばなしの会」、「八雲本読みグルー
プ」の皆さんが、絵本読み聞かせ、紙芝居、人形劇などで行事を
盛り上げてくださいました。昼に行われる「月見のお話会」の後、
年に一度だけ日没後に古民家を開館して行う「お月見と民話の夕
べ」。皆さん、夜の古民家を堪能しました。

七夕行事　　平成30年７月１日〜７日
お月見行事　平成30年９月22日★古民家年中行事★

「目黒火薬庫」（右チラシ内スケッチ左）
　江戸幕府は、中目黒村に砲薬調合のための水車を建造しました。その理由と
して、三田用水の水量が豊富で、土地の高低差が大きいという地形的特徴が考
えられます。そして、明治時代にはその場所に目黒火薬製造所が造られました。
今回、目黒全体の水車数を再検討するとともに、地主層の水車営業に関わる古文書や、緑が丘駅付近に設置されていたと伝わ
る栗山家水車の動力部分の資料を展示し、「目黒の水車」に関する最新の情報を紹介しました。

「エビスビール工場」（右チラシ内スケッチ右）
　省線山手線の運輸力を利用できる利便性とともに、三田用水を工業用水として利用できたため、大日本麦酒株式会社 ( エビ
スビール工場 ) が現在の目黒区三田に建設されました。

七
夕
行
事
（
写
真
右
）

古
民
家
の
縁
側
で
お
願
い
事
を

書
い
て
笹
に
吊
る
し
ま
し
た

「
お
月
見
の
お
話
会
」（
写
真
上
）

端午の節句飾り　
4/11（木）〜5/6（祝）

七夕飾り・行事
7/6（土）

お月見行事
9/14（土）

すす払い
12/13（金）

雛人形飾り
2/6（木）〜3/1（日）

平成31年度古民家行事（予定）

※開館時間、交通案内などは 8
ページをご覧ください
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　佐
さ

伯
えき

啓
けい

三
ざぶ

郎
ろう

氏は、大正７（1918）年に目黒区に生ま
れ、戦前戦後を通じ、映画や、報道写真、記録写真の
分野で活躍されました。記録性に重きを置き、必要な
情報を１枚の写真に収めつつ、人物のいる風景を芸術
的に一瞬で切り取る感性は、映画と報道写真双方に関
わった佐伯啓三郎氏ならでは。
　めぐろ歴史資料館の前身である守屋教育会館郷土資
料室に佐伯啓三郎氏から生前に寄贈していただいたパ
ネル写真は100点を超えますが、そのうち１点をご紹
介いたします。昭和という時代の寺社の行事が、人物
とともに生き生きと記録されています。

所蔵資料から　〜佐伯啓三郎コレクション〜

常
じょう

圓
えん

寺
じ

　お会式　昭和56（1981）年

団体見学は、事前にお申し込みいただければ学芸員等が解説いた

します。（古民家は、原則、管理者が対応。）駐車場がありませんの

で、公共の交通機関をご利用いただくか、お近くの有料駐車場をご利用ください。

（※めぐろ歴史資料館には障害者用の駐車場がありますが、駐車台数に限りがあります。

ご来館の際は事前にご確認ください。）　

開館時間　9：30〜17：00　　　　

休館日　　月曜日（ただし、月曜日が祝日

　　　　　の場合は火曜日）、12/29〜1/3

所在地　　目黒区中目黒3−6−10（地図左）

電話　　　03−3715−3571

開館時間　9：30〜15：30　　　　

休館日　　月・火曜日（ただし、祝日は公開。両日とも祝日の場合は翌平日）、12/28〜1/4

所在地　　目黒区碑文谷3−11−22（すずめのお宿緑地公園内）（地図上）

電話　　　03−3714−8882

見学のご案内

めぐろ歴史資料館

古民家

東急バス
・黒01系統
　碑文谷三丁目：徒歩約１分
・森91系統
　平町：徒歩約３分

東急東横線
・都立大学駅：徒歩約10分

卍

碑文谷　
五丁目交番

碑文谷八幡宮

大岡山
東住区センター

至渋谷

至横浜

目黒
通り

東 

急 

東 

横 

線

古民家

東急バス
・渋71・恵32系統（駒沢通り）
　正覚寺前：徒歩約10分
・渋41・黒09系統（山手通り）
　目黒警察署前：徒歩約５分

東急東横線
東京メトロ日比谷線
・中目黒駅：徒歩約12分

卍正覚寺

至大橋（246 号線）

東急東横線
至横浜

東急東横線

東京メトロ日比谷線

至渋谷
至恵比寿

目黒区総合庁舎
駒沢
通り

正覚寺前

り
通
手
山

目黒警察署前

目黒警察署

目黒区清掃事業所

中目黒駅

中目黒GT

至五反田

東京共済病院
歩道橋

中目黒スクエア

黄色の案内看板

入館料無料

入館料無料
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文化財係（目黒区教育委員会事務局生涯学習課）
文化財の保護・保存･活用･普及、埋蔵文化財に関する業務を担当

電話　03−5722−9320（月〜金曜日　午前８時30分〜午後５時。ただし、祝

日及び12月29日〜１月３日を除く。）

※めぐろ歴史資料館、古民家とも、2019年４月27日〜５月６日は毎日開館し

ます。また、臨時休館については、めぐろ区報、区ホームページでお知らせ

します。
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　選定保存技術
「刀

とう

装
そう

（鞘
さや

）製作修理」保持者に
目黒区在住の髙

たか

山
やま

一
かず

之
ゆき

氏が
　　　　認定されました！
　　　　　　　　　　　　　　⇒２・３ページ

平成30年９月25日、文化財保護法に基づき、
「刀装（鞘）製作修理」が国の選定保存技術に
選定され、その技術の保持者に、目黒区在住の
髙山一之氏が認定されました。目黒区民の方が
技術保持者として認定されるのは初めてです。

自宅仕事場で、かんなで鞘を削る髙山一之氏


